
東福保育園 ２歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 10月 １１日(金）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

・普段から遊んでいる公園内で、以前見つけたものを思い出し

探しに行く。

・気に入ったどんぐりを手にいっぱい集める。

・鳥の声や落ちてくる葉の音に耳を傾ける。

・広い公園内で何に興味を持ち、見つけるか。

・公園内を探索し虫や葉っぱ、どんぐりなどを探す。

・葉や実の大きさの違いや色の違いに気づく。

・友だちのやっている遊びを見て真似をしたり、一緒にそこか

ら遊びの楽しさを見つける。

．透明な袋や子どもの入れやすい虫かごを用意する。

・虫よけをし、集中して探求できるようにする。

・事故やケガにつながらないよう、危険物は排除したり声掛

けをする。

・

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

どんぐり公園で秋の自然物を見つけ、じっくりと観察する

子どもの言葉・姿 写真

・初めはどんぐりを見つけることに集中していた

子どもたちだったが、一人が緑の木の実を見つけ

たことで興味の方向が自然と変わっていった。

・大人の目線には入らない高さの実を見つけてお

り、子どもならではの目線や感覚を大事にしたい

と感じた。

・実をとってあげるなど、子ども同士の関わりも

上手にできており子どもの成長を感じることがで

きた。

・子ども同士で見つけたものを共有しやすくする。

・他児の声に気づく。

・(木の実を指さし)「せんせいこれなに？なんだこれ」

・(頭上の木と下に落ちている木の実を見比べ)「下に落ちてた

木の実といっしょだね」

・担任「ほんとうだ、よくみつけたね」

・(木をじっくりと見つめ)「むらさきいろあるね」

・(実を見つけ夢中で皮をむく)

・担任「蚊がすごい！」

・(担任の言葉を聞き)「蚊がすごいね」と復唱

・(木を見つめ実を指さし)「みろん(めろん)といっしょ！」

・(木の根元に座り込み)「ありがでてち(き)た」)

・(木の実が取れず苦戦していた子に対し)「ぼくがとってあ

げるよ！」「とれたよ」

・「ありがとう！みろん(めろん)とれたー」嬉しそうに言う

・(やり取りを見て)「〇〇もみろんみろん、みつけた」

・(少し離れたところで)「せんせー、どんぐり、あった」

・(実についた土を爪でとりながら)「これみろんの、、、」

(集中していて会話が止まる)

・「こっちになにかあるよ」「むこうどうかな」

・(鳩を指さし)「あれ、ぽっぽがいるよ」「とんじゃうよ」

・(リズムよく近づきながら)「ポポポポ」

・「どこーポポって」と探す

・「あっちあっち」「うえにとんじゃったわ」

・(木の穴を見つけ)「あな、あいてるよ」

・「どこにあな、あいてる？」

・(穴を指さし)「ここだよー」

・(葉っぱを拾い)「はっぱだよ」

・「はっぱのにおいする」

(ちぎってにおいをかいでいた)



１１日(金）


